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任 意 課 題 |  ア カ マ ツの天 然 更 新 につ い て

昭 和 61年 度 ～ 平 成 2年 度          1  都 城 営 林 署

1.目 的

アカマッ天然生産力を活用 し、天然下種更新法の技術を確立する。

2.試験地設定

(D 設定年月  昭和 61年 4月

(2 場  所  霧島国有林 282い 2林小班 (3.36 ha)

13)プ ロット設定

ア、地起 しの時期別、方法別発芽試験

プ

ロ
ッ
ト

時 期 月1

地 起 し 方 法

天地かえし 地 か き

1 10月 20日 50」 50ピ

９

″ 30日 50ピ 50ピ

3 11月 10日 5 0 nf 50ぽ

4 20日 50ぽ 50ピ

5 30日 50ポ 50ピ

イ、直播発芽試験

lm間隔 に 12プ ロット (1プ ロット30cぽ )を設定 し、 60年 3月 に播付

試験設定模式図

1      2     3     4      5     6     7      8     9     1o    ll     12

lπ   30″

囲  1プロットの播付粒数は不明

試験 設定模式図

´´ 577b_才 5m、

‐Ｏ
　
π

し

極
甲
脚

甲
調査地
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ウ、母樹か らの距離別発芽試験

試験設定模式図

l 

π

―
○一―一-0___

母樹    30翻
○

6
6

1

(東西南北に母樹を中心に 20m間隔に 12プ ロァト (1プ ロット約30cF)設定 )

工、母樹の種子豊凶調査

調験地周囲の母樹 20本を固定 し、 5年間の種子豊凶を調査。

3,実行結果

(1)施業時期別、地起 し方法別発芽本数 と消長調査

６

‥

フ

ロ

ッ

ト

天 地 か え し 地  か  き

1ピ当り (本 ) 1ピ当り (本 )

61 62 63 一九 2 61 62 63 一九 2

1 0 0 1 1 1 0 0 1 1 1

2 0 1 2 2 2 0 1 2 2 ，

″

3 0 1 1 0 0 0 1 1

4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

5 0 0 1 0 0 0 0 1 0

計 0 2 5 4 3 0 1 5 5 4
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プロット ０
発 62年度 63年度 防護網設置 元年度 2年度

1 7 1 1 0 1 1

2 4 4 4 0 4 2

3 2 2

4 12 6

5 5 2

6 6 4

7 7 6 6 0 6 4

8 8 2 2 0 2 2

9 9 6 0

10 8 7 6 0 6 6

9 8 2 0 2

12 17

12)直播試験の発芽本数 と消長調査

(注 )防護網 (金網)は 、 3年 目、鹿等の食害で稚樹が消滅 したので、残存 しているプ

ロットのみに設置 した。

個)母樹か らの距離別発芽試験

設定時より5年 目 (平成 2年度)ま で 12プ ロットとも 1本 の発芽 もなかった。 こ

れは、 1プ ロットが約 30cご と面積が小さく、 2年 目頃より雑草が繁茂 したので、発

芽 できなかったものと思われる。

(4)母樹の種子豊凶調査

4。 ま と め

(1)更新補助作業の時期別発芽試験では、天地かえ し区、地かき区とも 10月 下旬がよ

く、 11月 中旬は双方 とも 1本の発芽 もなかった。 しか し、この結果は調査地が小 さ

く本数が少ないため、この結果だけで実行時期を決定する成果 とは考えられない。

年 度

【分
62 63 一九 2

定‖卜1 並 並 豊 豊
鳳
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12)更新補助作業の方法別では、プロット設定後 3年 目で天日かえ し区、地かき区 とも

最大となり方法別の差はでなかった。

13)直播試験では 1プ ロットに最低で 2本 、最高では 17本、平均で 8本の発芽があ り

良好であった。

(4)母樹の種子豊凶と発芽率 との関係 は、母樹か らの距離別発芽試験で 1本 の発芽 もな

かったことから究明できなかった。 ヽ

崎)発芽本数 と残存率は、当試験地が霧島山系の鹿生息地内であるため、発芽 したもの

が鹿の食害によって殆んど消滅 しており、消長調査は適正な数値とはいえない。
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